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一般社団法人 日本自動車工業会
一般社団法人 日本自動車部品工業会
一般社団法人 日本自動車車体工業会
一般社団法人 日本自動車タイヤ協会
一般社団法人 日本自動車販売協会連合会
い す ゞ 自 動 車 販 売 店 協 会
ト ヨ タ 自 動 車 販 売 店 協 会
日 産 自 動 車 販 売 協 会
Ｕ  Ｄ  ト ラ ッ ク ス 販 売 協 会
日 野 自 動 車 販 売 店 協 会
三 菱 自 動 車 販 売 協 会
三菱ふそうトラック・バス販売協会
全 国 ス バ ル 自 動 車 販 売 協 会
ダ イ ハ ツ 自 動 車 販 売 協 会
全 国 マ ツ ダ 販 売 店 協 会
ス ズ キ 自 動 車 販 売 店 協 会
ホ ン ダ 自 動 車 販 売 店 協 会
一般社団法人 全国軽自動車協会連合会
日 本 自 動 車 輸 入 組 合
一般社団法人 日本中古自動車販売協会連合会
一般社団法人 日本自動車整備振興会連合会
一般社団法人 日本自動車機械工具協会
公益社団法人 全日本トラック協会

公益社団法人 全 国 通 運 連 盟
公益社団法人 日 本 バ ス 協 会
一般社団法人 全国ハイヤー・タクシー連合会
一般社団法人 全国自家用自動車協会
一般社団法人 日本損害保険協会
石 油 連 盟
一般社団法人 全日本指定自動車教習所協会連合会
一般社団法人 全国自動車標板協議会
一般財団法人 自動車検査登録情報協会
一般社団法人 全国レンタカー協会
一般社団法人 日本自動車リース協会連合会
一般財団法人 日本モーターサイクルスポーツ協会
一般社団法人 自動車公正取引協議会
全国自動車検査登録印紙売捌人協議会
一般財団法人 関東陸運振興センター
一般社団法人 東京都トラック協会
一般社団法人 神奈川県トラック協会
一般社団法人 日本道路建設業協会
一般社団法人 日 本 ゴ ム 工 業 会
一般社団法人 日 本 塗 料 工 業 会
板 硝 子 協 会
日本自動車車体整備協同組合連合会
一般社団法人 日本交通科学学会

一般社団法人 日 本 陸 送 協 会
一般社団法人 日本二輪車普及安全協会
一般財団法人 日本自動車研究所
一般社団法人 日本自動車機械器具工業会
特 定 非 営 利 活 動 法 人 ITS Japan
公益社団法人 自 動 車 技 術 会
公益財団法人 自動車リサイクル促進センター
一般社団法人 日 本 ガ ス 協 会
一般社団法人 日本自動車運行管理協会
一般社団法人 日本自動車用品・部品アフターマーケット振興会
一般社団法人 自動車再資源化協力機構
一般社団法人 自動車用品小売業協会
一般社団法人 日本オートオークション協議会
日 本 中 古 車 輸 出 業 協 同 組 合
全国オートバイ協同組合連合会
日 中 投 資 促 進 機 構
一般財団法人 日本自動車査定協会
一般財団法人 全日本交通安全協会
公益財団法人 日本自動車教育振興財団
一般社団法人 日本鉄リサイクル工業会
全日本自動車部品卸商協同組合
一般社団法人 日本自動車購入協会
一般社団法人 青森県自動車団体連合会

一般社団法人 岩手県自動車会議所
一般社団法人 宮城県自動車会議所
一般財団法人 秋田県全自動車協会
山 形 県 自 動 車 団 体 連 合 会
一般財団法人 福島県自動車会議所
東 京 都 自 動 車 会 議 所
一般社団法人 神奈川県自動車会議所
一般社団法人 静岡県自動車会議所
一般社団法人 愛知県自動車会議所
一般社団法人 岐阜県自動車会議所
一般社団法人 三重県自動車会議所
一般社団法人 富山県自動車会議所
一般社団法人 石川県自動車会議所
一般社団法人 福井県自動車会議所
一般社団法人 大阪自動車会議所
一般社団法人 徳島県自動車会議所
一般社団法人 香川県自動車会議所
愛 媛 県 自 動 車 会 議 所
高 知 県 自 動 車 会 議 所
一般財団法人 大分県自動車会議所

（ほかに企業会員75、推薦会員１）

　新年のお慶びを申し上げ
ますと共に、自動車業界の
益々のご発展とご繁栄を、
心より祈念申し上げます。
　さて日本の正月を半世紀

西洋の比喩は紋章と宗教図像に顕れますが、日本
はさらに繊細かつ技巧的で、庶民も楽しむ様子は
限られた字数で想いを伝える和歌や俳句に現れ、
茶の湯は侘びの境地を象徴化し、生け花は自然、
盆栽は大木、能は目に見えぬ幽玄、作庭は枯山水
でやはり見えぬ清流を見立てている訳です。
　このように難解な見立てですが、海外で人気の
高い葛飾北斎は、『冨嶽三十六景』でこの方法を
比較的分かりやすく使っています（拙書『北斎の
デザイン』）。従来日本の暗黙知と見られてきた
美意識ですが、今後研究が進み世界共有の形式知
になると言われる時代に我々は生きています。
◇――◆――◇――◆――◇――◆――◇――◆
※　戸田氏の連載は今号で終了させていただきます。

次号からは、経済ジャーナリストの池原照雄氏に
連載いただきます。池原氏は専門紙記者を出発点
とする長年の自動車産業ウォッチャーです。
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注目される日本の美意識 日本美術アカデミー理事　戸田 吉彦

日本初の国産車「トヨダAA」（1936 トヨタ博物館所蔵車）
漢字のオーナメントに日本の誇りが感じられます。著者撮影

振り返りますと、興味深い発見が色々あります。
門松が住宅の近代化で減る一方、車の正月飾りが
公私に渡り普及したモータリゼーションの時代に
始まり、千年紀の変わり目にヴァチカンの祝祭が
TVで同時中継された衛星放送、メールの普及で
無くなると言われた年賀状は、去年感染症が拡大
する中で増加に転じ、今後が注目されます。
　大局的には簡単・便利が進んでいますが、粗雑
になることを避け、スピード感やコンパクト化に
相応しい新しい時代の美意識を求め、喜ばれれば
気の利いた知恵として定着します。そのこだわり
が日本人らしい繊細さと言えるでしょう。
　先祖代々培ってきたこの美意識は、生活様式が
一変した明治維新や戦後も消えず、海外の発明に
工夫を加え逆輸出したメイド・イン・ジャパンに
も活躍したと言われます。今や世界中で愛される
自動車を始め数々の日本製品の魅力については、
航空宇宙評論家の佐貫亦男（1908-1997）氏が著書
『ゼロ戦と人力車』に、GKグループ創立者で工業
デザイナーの榮久庵憲司（1929-2015）氏がやはり
著書『幕の内弁当の美学』等に著しました。
　また日常的な例では、「一富士二鷹三茄子」の
初夢の縁起も見立てに連なる日本の美意識です。


